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（１）総人口の推移
　本市の令和 ２ 年 ４ 月 １ 日における総人口は 194,207 人となっています。総人口は
減少傾向が続いており、平成28年から令和２年までの ５ 年間で、5,694 人減少して
います。
　また、年齢 ３ 区分別で比較してみると、年少人口が 2,530 人、生産年齢人口が
5,823 人とそれぞれ減少しているなか、老年人口は 2,659 人増加しており、少子高
齢化が進行している状況です。

１　人口・世帯の推移
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（人）

平成28年
（2016）

平成29年
（2017）

平成30年
（2018）

平成31年
（2019）

令和 2年
（2020）

老年人口
（65歳以上）

生産年齢人口
（15～64歳）

年少人口
（ 0～14歳）

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

22,616

119,122

58,163

21,923

117,155

59,046

21,252

115,376

59,902

20,597

114,024

60,418

20,086

113,299

194,207

60,822

199,901 198,124 196,530 195,039

総人口における年齢３区分比率の推移
（％）

平成28年
（2016）

11.3

29.1

59.6

11.1

29.8

59.1

10.8

30.5

58.7

10.6

31.0

58.4

10.3

31.3

58.4

平成29年
（2017）

平成30年
（2018）

平成31年
（2019）

令和 2年
（2020）

生産年齢人口比率
（15～64歳）

老年人口比率
（65歳以上）

年少人口比率
（ 0～14歳）

0

10

20

30

40

50

60

70

資料：沼津市住民基本台帳（各年 4 月 1 日）
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（２）世帯数の推移
　本市の世帯数は令和 ２ 年 ４ 月 １ 日には 92,630 世帯となっています。総人口が減
少している中で世帯数は微増傾向であり、 １ 世帯あたりの人員は減少傾向となって
います。
　また、国勢調査による家族類型別世帯数の推移をみると、平成12年から平成27年
までの15年間で単独世帯が 5,８９６ 世帯増加しています。核家族世帯の内訳としては

「夫婦と子どもの世帯」が減少する一方で、夫婦のみの世帯、「女親と子どもの世帯」
等のひとり親世帯の割合が上昇しており、世帯の細分化が進んでいます。

一般世帯数・１世帯あたりの人員の推移
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資料：沼津市住民基本台帳（各年 4 月 1 日）
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家族類型別世帯数の推移

平成12年
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資料：国勢調査
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（１）人口動態の推移

（２）婚姻・離婚件数の推移

　本市の人口の動きをみると、自然動態（出生―死亡）、社会動態（転入―転出）
ともに減少が続いています。
　自然動態と社会動態を合わせた人口動態は、令和元年で 1,534 人の減少となって
おり、社会動態の減少量は縮小傾向にあるものの、減少が続いています。

　本市の令和元年における婚姻件数は851件、離婚件数は350件となっています。平
成27年以降、婚姻は令和元年で前年を上回ったものの、婚姻・離婚ともに減少傾向
が続いており、平成27年から令和元年までの ５ 年間で、婚姻件数は１５９件、離婚件
数は49件減少しています。
　平均初婚年齢の推移をみると、平成2５年から平成29年までの ５ 年間で、男性で
は 1.4 歳、女性では 1.3 歳上昇しています。
　また、国勢調査による３５歳から39歳までの未婚率は、平成 ７ 年から平成27年まで
の20年間で、男性は 1２.２ ポイント、女性は 1３.８ ポイントそれぞれ上昇しています。
晩婚化や結婚しない人の数が男女ともに増加傾向にあります。

２　人口動態の状況

資料：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査

人口増減（自然動態・社会動態）の推移
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資料：人口動態統計

資料：人口動態統計

婚姻・離婚の推移
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（１）男女共同参画社会の用語の理解度
　本市における「男女共同参画社会」の用語の理解度は、全体で「言葉も意味も知っ
ている」は令和元年では 47.5 ％となっており、平成21年以降は増加しています。
　また、用語の認知度を国や県と比較すると、全体で令和元年度では本市は
74.9 ％、静岡県は 63.1 ％、国は 64.3 ％となっており、本市の用語の認知度は比
較的高い状況です。なお、本市の用語の認知度は平成2８年度と比べ、１２.０ ％増加
しています。

３　男女共同参画の状況

■女性未婚率の推移（25歳～39歳）■男性未婚率の推移（25歳～39歳）
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「男女共同参画社会」の用語の理解（全体）

平成26年
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言葉は知っているが意味は知らない

言葉も意味も知らない

無記入
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41.0 26.6 26.8 5.6

令和元年 47.5 27.4 24.1 1.0

平成21年 2.052.0 33.412.6

資料：国勢調査

資料：市民アンケート調査

第２章　沼津市の現況第２章　沼津市の現況

- 8 -



「男女共同参画社会」の用語の理解（男女別）

男性割合

女性割合

言葉も意味も知っている

言葉も意味も知らない

言葉は知っているが意味は知らない

無記入
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男女共同参画社会の用語の認知（国・静岡県・沼津市比較）
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国

平成28年度 令和元年度
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12.0%UP

62.9
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61.8（平成27年度データ）
63.1

66.6
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資料：令和元年度 市民アンケート調査

資料：市　平成２８年度 市民意識調査、令和元年度 市民アンケート調査
静岡県　男女共同参画課

 内閣府　男女共同参画局

（備考）沼津市：「言葉も意味も知っている」と「言葉は知っているが意味は知らない」の合計
　　　 静岡県：「知っている」と「聞いたことがある」の合計
　　　 国　　：「見たり聞いたりしたことがある」の値
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（２）性別役割分担意識の状況
　本市における「男性は仕事、女性は家事・育児」という、性別によって役割を固
定する考え方（性別役割分担意識）について、「反対」「どちらかといえば反対」の
合計は、全体で令和元年では 68.7 ％で、平成28年の 48.8 ％と比較して 19.9 ポイ
ント増加しており、性別役割分担意識に反対する意識が高まっている状況です。

男女の役割を固定的に考えることについて（全体）

賛成

どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対

反対

わからない

無記入

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

平成28年 4.7 25.1 29.9 13.418.9 8.0

平成25年 9.7 30.3 24.7 15.8 14.7 4.8

令和元年 4.7 26.6 43.0 25.7 0.0

男女の役割を固定的に考えることについて（男女別）

賛成

どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対

反対

無記入

男性

女性

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

3.8

5.2

0.031.8 39.1 25.3

0.022.9 45.5 26.4

資料：平成２５年度・平成２８年度 市民意識調査、令和元年度 市民アンケート調査

資料：令和元年度 市民アン ケート調査
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